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1．背景と研究目的 

バルク金属ガラス BMG は、塊状の大きさをもつ非晶質合金であり、機械的強度、成型能、軟磁性、

耐腐食性などについて結晶とは異なる優れた工学的特性をもつ。しかし、バルク金属ガラスの大きなガ

ラス形成能や優れた特性の起源は、未だ理解できていない。そこで、我々は、電子構造の微視的な観点

からガラス形成能の理解を試みてきた。本研究では、Zr 基 3 元系金属ガラス Zr-Cu-Al および Zr-Ni-Al

の Al K 吸収端 X 線吸収スペクトル AlK-XAS を調べ、ガラス形成能と比較した。 

 

2．実験内容 

XAS 測定は、単ロール法で作製された箔状の Zr-Cu-Al および Zr-Ni-Cu 金属ガラス試料を用いて

BL2N1 にて蛍光収量法で行った。Zr-Cu-Al についてガラス形成能の指標の一つであるTX = TX－TG

を図 1 に示す。ここで、TXおよび TGは、それぞれ再結晶化温度およびガラス転移温度であり、図の色

付けした領域におけるTxの下限を凡例に示す。Zr66.67Cu25.83Al7.5ではTx＝100 K である[1]。 

 

3．結果および考察 

図２に測定した Al K-XAS をまとめた。BMG の強度は、Al 箔の Al K-XAS も含め、光子エネルギー

h = 1660 eV における吸収端ジャンプ量で規格化した。図には示さないが、h = 1566 eV 付近に Al 酸

化物等の表面成分が見られる。Al 箔と比較して BMG の吸収端は、すべて低エネルギー側にシフトして

いる。その組成依存は、硬 X 線光電子分光で測定された内殻準位の化学シフトと定性的に一致する[2]。

ガラス形成能Txが高いと、シフト量が大きい傾向はあるが、明確な関係は得られなかった。強度につ

いては、ガラス形成能の高い Zr66.67Cu25.83Al7.5で h = 1559 eV 付近のピーク構造が僅かに明瞭となり、

擬ギャップ形成による高エネルギー側の Alp 部分状態密度の増加を暗示させる。この点に関して自己吸

収効果も含め、今後さらなる検討が必要である。 

   
 図 1．Zr-Cu-Al のガラス形成能Tx[1]．  図 2．Zr-Cu-Al 金属ガラスの Al K 吸収端スペクトル． 
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